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背景

今後の予定
• プロジェクトの更新回数が多いファイルに対して
同様の分析を行い，得られたペアを目視調査
• 時間的観点で得た結果を重みとして空間的観点に
組み合わせて再度分析を行う

• ドキュメントの更新は，ソースコードの更新に
追従して行われることが望ましいが，放置され
てしまうことがある
-ソースコードに関連するドキュメントを把握
できていないことが原因

• 関連研究
- code elementを用いて古いドキュメントの検
出が行われているが，ソースコードとドキュメ
ントの対応関係を特定する手法ではない

• ソースコードとドキュメントの対応関係を把握する
には，紐付けが必要

•目的
-ソースコードとドキュメントの紐付け手法の
確立

•アプローチ
-空間的観点と時間的観点から，ソースコード
に関連する確率の高いドキュメントをランキン
グ用いて推測
- 空間的観点：共通のテキスト情報に着目
- 時間的観点：更新タイミングの時間的近接性に着目

目的・アプローチ

•アプローチ
-ソースコードから正規表現を用いて，code 
elementを抽出
-抽出したcode elementが各ドキュメントに
どれほど存在するのか分析

-以下の2つの方法でドキュメントを表現し，
順位付けを行う
1. 出現回数の総数（count）
2. 出現種類数の総数（kind）

空間的観点 時間的観点
•アプローチ
-コミット履歴から，ソースコードとドキュメン
トの更新が同時期に行われる確率を分析し，順
位付けを行う

•結果
-事前調査で作成した正解集合に対して分析を
行った結果，以下の表のような結果になった
- kindを用いた結果の方がよく，MRRから．
およそ3件目に正解のドキュメントが出現する
と言える

•結果
-事前調査で作成した正解集合に対して分析を
行なった結果，以下の表のような結果になった


